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●８月１４日（火）　成田からバンコク経由
でヤンゴンに到着。小田野大使とミャンマー
の政治・経済情勢について意見交換。ミャ
ンマーは各国が経済制裁を行なっており、
日本も大型のインフラ整備などは控えている。
その結果、援助はNGOを通じた草の根的
なものが中心とならざるを得ず、大使館と
NGOとの連携が日本の大使館としては例
外的にうまく行なわれていることが特徴だ。 
●８月１５日（水）　車で４時間移動し、セー
ブ・ザ・チルドレン・ジャパンの母子保健事
業を視察。村のクリニックで、NGOの健康・
栄養研修を受けている女性達から話を聞
くと、研修のおかげで子ども達は健やかに育っ
ているとのことだった。ある４０歳位の女性
に「元気な赤ちゃんですね」と声をかけると、
「４人目の子どもです。いままでの３人とは
成長が全然違うんです」と嬉しそうに語っ
てくれた。 
●８月１６日（木）　中央乾燥地帯メッティー
ラで行なわれているAMDAのマイクロクレジッ
ト事業（貧困状態にある人々に無担保で
小額の資金を融資することによって経済
活動を支援する制度）を視察。マイクロク
レジットは、ノーベル平和賞を受賞したバン
グラデシュのムハマド・ユヌス氏によるグラ
ミン銀行があまりにも有名。お金を借りるこ
とで生活の改善の第一歩が可能となり、ま
た、事業計画をきちんと立てて実現し、借
金を返済していく中で、人々の意欲が引き
出されるということがよく分かった。 
●８月１７日（金）　ミャンマー日程を終え、
カンボジアへ。大使公邸で最近のカンボジ
ア情勢について篠原大使らと意見を交わす。

大使はカンボジアの専門家であり、フンセ
ン首相などとも率直に話ができる貴重な存
在である。 
●８月１８日（土）　プノンペン郊外のアン
ドンスラムを訪れ、シャンティ国際ボランティ
ア会（ＳＶＡ）の活動を視察。SVAは、スラ
ムの１，０００人以上の子ども達を対象に、
絵本、紙芝居、歌などのレクリエーション活
動による心のケアと学習支援を行なって
いる。読み聞かせの活動は子ども達に知
識を与えるだけではなく、生きていく上で大
切なことを教える。学校に通えない子ども
達にとって貴重な機会だ。 
 午後からは、難民を助ける会が支援する
障害者のための職業訓練校を視察。ここ
では、縫製、電気製品の修理、オートバイ

修理の３コースを設け、地雷などで障害を負っ
た人々のための技術訓練を実施している。
卒業生が実際に経営するお店も訪問。訓
練校で学んだ技術や知識を活かし、立派
に自立しており、ＮＧＯによる地道な活動が
実を結んでいることを実感する。 
●８月１９日（日）　日本国際ボランティア
センター（JVC）の農村開発事業を視察。
訪れたシェムリアップの農家では、ＪＶＣが
推進している稲苗一本植えが行なわれて
いた。JVCは、他の農村でこの方法により
収穫量を２倍にさせた実績がある。しかし
伝統的なやり方を変えるのは容易ではなく、
実績を示しながら保守的な農民を説得して
いかなければならず、その苦労は大変だ。 
　今回のミャンマー・カンボジア視察で感
じたことは、まず、アジアも様々だということ。
日本・韓国はもちろん、経済開発に成功し
つつある中国の沿岸部やシンガポール・
タイなどもあれば、ミャンマー・カンボジアの
ように極めて貧しい人々がやっとの思いで
生活している国々もある。ミャンマーは軍
事政権であり、民主主義とはほど遠い。カ
ンボジアも日本の援助にもかかわらず、な
かなか良くならないし、政府や役人の腐敗
も指摘されている。日本の果たすべき役
割は沢山ある。 
　しかし、子どもや女性達が明るい笑顔を
見せてくれたのは嬉しかった。日本のNGO
の若者達も本当に頑張っていると改めて
認識した。ハードなスケジュールだったが、日々
の忙しい生活から離れて、自分を見つめ直
すいい時間だった。ご協力いただいた関係
者の皆さんに心から感謝します。 
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　国民の皆さんの大きなご期待とご支援をいただいて与

野党逆転を果たした夏の参議院選挙。その勢いに乗っ

て臨んだ臨時国会でしたが、安倍総理の突然の辞任、

そして福田内閣の発足と、冒頭から大波乱のスタートとな

りました。 

　参議院選挙後の国会を「ねじれ国会」と称し、「政治

が動かない」「法案が通らない」と懸念する声があります。

しかし、本来国会とは政策を競い、論戦を交わす場です。

そして、国民の皆さんの立場に立って、与野党で合意で

きるものは双方努力をし、一致点を見出していく。どうし

ても合意できないものは、次の総選挙で国民の皆さんに

直接判断していただく。野党の民主党が参議院第一党

となったことで、国会はその本来の姿を取り戻しつつあり

ます。 

　国会での戦いとともに、次の総選挙で民主党が勝つた

めには、各地の人材を育てることも必要です。民主党で

政権交代を実現するため、毎週全国を回っています。 

　参議院選挙で示された有権者の皆さんの意思は「選

挙による政権交代」であり、それを担えるのは民主党しか

ありません。私は15年前に自民党を離れ、「政権交代あ

る政治」をひたすら目指してきました。ほぼ間違いなく行

なわれるであろう来年の総選挙は、政権交代の大きなチャ

ンスであり、同時に試練でもあると決意を新たにしています。 

　皆さんのご理解とご支援を心よりお願い申し上げます。 

予算委員会ハイライト 

■シビリアンコントロール 
岡　田　海自補給艦から米空母への給油量の報告の誤りは、本

当に事務的ミスなのか。どうやって検証したのか。もし意
図的なものがどこかの段階で入っていたとすれば、シビ
リアンコントロールの根幹に関わる問題だ。 

総　理　事実関係を防衛省が一生懸命調べている。法律がね
じ曲げられて解釈されたものではないと信じている。 

防衛相　事務的ミスではあるが、厳正な調査をし、しかるべく処分
する。 

岡　田　しっかりと事実関係を明らかにし、国会に対してもきちん
と報告してもらいたい。 

 
■インド洋上の補給活動とテロ特措法 
岡　田　テロ特措法は、当時の福田官房長官も答弁したように、

9.11テロのために作った非常に限定的なものだったは
ずだ。 

総　理　9.11テロに対する米国の自衛権への協力だった。 
岡　田　大事なことは、どういう場合に自衛隊を海外に出すかと

いう原理原則だ。いつでも出していくという道を絶対に
つくってはいけない。「不朽の自由作戦（OEF）」は9.11
テロに対する正当な自衛権の行使としてスタートしたが、
現時点では自衛権の行使ではない。 

防衛相　タリバン政権が崩壊して、カルザイ政権に代わった時点で、
自衛権は変質を遂げた。 

岡　田　9.11テロから6年経ったいま、自衛権の行使はもう終わっ
ている。自衛権というのは非常に限られた場合に認めら
れるものだ。では、いまのOEFは、自衛権の行使でないと
すれば、一体何なのか。 

防衛相　警察的活動と言える。 
外　相　カルザイ政権が成立してからは、その同意で各国が活

動している。 
岡　田　OEFとはこういうものであるという文書は交わしているのか。 
外　相　文書を交わしたことはない。 
岡　田　OEFの中身がはっきりしない。文書もない。対象を限定

したうえで後方支援をしないと、いつの間にかぐっと範
囲が広がってしまう。そういう危険性を常にはらんでいる。 

外　相　日本は主権国家だ。容認できないことをやり始めればや
める。 

岡　田　それを確認できるのかという問題だ。では、OEFの中で
アフガン本土にミサイル攻撃や空爆をしたことはあるか。 

外　相　当初はやっていた。カルザイ政権ができたあとは、その同
意を得た活動に対して後方支援をしていた。国際法上
全く問題ない。 

岡　田　今後やらないという保証はどこにあるのか。 
外　相　これから出す新法は、「海上阻止行動（OEF-MIO）」

に対する補給に限っているので、それはできない。 
岡　田　だから先ほど、文書を交わしているのかと聞いた。活動

の中身がこれから変わることは当然ある。現行法が前
提としている自衛権の行使が終わったあとも自衛隊の後
方支援が続いているとすれば、明らかに法の拡張だ。そ
して、その対象も9.11テロだけではなく、テロとの闘い一
般に拡張しているのではないか。 

外　相　国際法上合致していることを自衛隊がお手伝いする。
何の問題もない。 

岡　田　アフガン国内で行なわれているのはいわば内戦だ。正統
な政府の同意があれば何でもできるわけではない。日本
の憲法はそういう前提には立っていない。 

外　相　日本は武力行使など一切していない。 
岡　田　その憲法上の要請を実質的に担保するため、我が国は

きちんとタガをはめたうえで自衛隊を海外に出してきた。
それは60年前の戦争の反省に基づいている。 

 
■ 地球温暖化問題 
岡　田　安倍前総理が2050年までに全世界の温室効果ガスを

半減すると提案したことは評価していい。問題は日本自
身がどうするかだ。 

環境相　京都議定書を超える、すべての国が参加できる枠組み
をつくることが最も重要だ。数値目標も確かに重要だが、
全体を調整することがサミットのホスト国・日本の役目だ。 

岡　田　2050年に半分ということは、日本を含め先に豊かになっ
た国々は7割、8割削減ということにならざるを得ない。
EU諸国や米国各州はいろんな数値目標を出している。
日本も早急に設定すべきだ。 

総　理　2050年半減なら、その途中において何をすべきか当然
出てこなければならない。そういう数値をなるべく早く出
さなければいけない。 

岡　田　いまの総理の話は、例えば来年の春とか洞爺湖サミット
までに我が国としての数値目標を定めるということか。 

総　理　いずれそういう時期は来るが、国際間で承認し合える数
値かどうか、各国間で協議しなければならない。 

岡　田　「自分たちの国はこうする」というものがなければ説得力が
ない。その上で、2012年までの京都議定書の目標達成だが、
非常に厳しい状況だ。環境税や国内排出権取引といった
仕組みの導入に向けて具体的な検討を進めるべきだ。 

経産相　環境税は検討対象の1つだが、いろいろな議論がある。
国内排出権取引も、地球全体として効果が上がるか検
証が大事だ。 

岡　田　大事なことは、やるという意志とスピードだ。気がついた
ら日本だけがこの問題で遅れてしまうということも十分あ
り得る。 

 
■ 政治とカネ－政治資金規正法改正 
岡　田　政治資金収支報告書への領収書添付の対象はすべて

の政治団体か。公開される金額はどこまでか。 
総　理　すべての支出について領収書を添付する。ただ、その

すべてを公開するかは、政治活動の自由を侵害・抑制
しないよう、第三者機関がチェックする仕組みを考えて
いる。内容が公になると困るものもある。 

岡　田　「すべて」というのはすべての政治団体の支出か。 
総　理　国会議員に関わるものは間違いなく必要だが、その他

の政治団体については協議していただきたい。 
岡　田　ルールは国会の中できちんと決めればいいことであって、

第三者機関をつくって丸投げすることではない。 
総　理　政治上の保秘ができるかということもある。 
岡　田　これだけ政治不信を招いてしまった現状では、1円以上、

すべて公開するというところまで思い切らざるを得ない。
民主党や他の野党、公明党もそういう意見だ。あとは最
大政党自民党の決断だ。 

総　理　その辺の仕組みはこれからよく協議していただきたい。 
岡　田　結局、公開が嫌だとしか聞こえない。なぜ公開が駄目な

のか私には理解できない。 
 
 

参議院選挙後最初の国会は、安倍総理の突然の辞任
で冒頭から混乱。後継として急きょ発足した福田内閣に
対し、岡田かつやも予算委員会で質問に立ちました。 

ミャンマー＆ 
カンボジア訪問記 
2007年の夏、民主党ＮＧＯ議連の会長とし
てミャンマーとカンボジアを訪問し、日本の
NGOによる母子保健事業、スラムにおける
教育支援、農村開発などを視察してきました。 

議事録の全文はホームページに掲載しています。 

【６日】広島の平和記念式典に参加しました。
世代交代が進むなか、被爆体験の継承と非核
への動きをどう次代へつなげていくのか、その
努力が一番大切なことだと感じました。 

【２７日～３０日】２８日、北京で開催の第３回「北
京－東京フォーラム」に参加。日本側の基調講
演者としてお話をさせていただきました。翌２９日
朝、北京から釜山に移動し、第１５回「日韓フォー
ラム」に参加しました。 

8月 

【８日】私が塾長を務める「政治スクールみえ」
を開催。今回は林業をテーマに南勢地区の旧
宮川村の自然保護活動への取組み等を視察。
5/12、6/9、8/11と農業や林業、環境などのテー
マで30名の塾生と現場視察や講演等で勉強
会を行ないました。 

【２１日】地元四日市市諏訪栄町の商店街で
起きた火災現場を視察。中部中学の校区内に
ある商店街で、商店オーナーの同級生もいます。
できる限り問題の解決に取り組むことをお約束
しました。 

【３０日】桑名市赤須賀漁協を視察。ここは、
江戸時代からの歴史ある漁師町で、三重の
名産品「桑名のハマグリ」として全国的に有
名で、厳しい資源管理のもと採貝漁業を行なっ
ています。 

9月 

【１日】慶應義塾大学で講演。政治家として
の１７年半の軌跡や、人口減少と高齢化社会
への対応、地方の底上げと自立、貧困や温暖
化など地球的規模の課題への対応策などの
政策について、私が考える方向性をお話しし
ました。 
　学生の皆さんは意識が高く、民主党の考
える政策や政権交代後の方針などについて、
終了時間になっても質問は途絶えませんで
した。 

【２０日】毎月開催しているオープンセミナーを
開催。今回は「地球温暖化」について皆さん
とともに考えました。これまでに、「政治とカネ」、
「参院選と今後の日本」、「アジアの貧困とＮ
ＧＯ活動」等のテーマを取り上げ、自由参加で
開催しています。 

【２１日】前回の総選挙後から始めた座談会
が今日で３００会場目となり、参加者は７,９００人
となりました。有権者の皆様の声を直接聞くこ
とのできる大事な機会で、政治活動の原点と
考えている重要な活動の１つです。 

10月 

【５日】約１０年ぶりに、桑名多度大社の「上げ
馬神事」を見学。若武者に扮した若者が騎手
となり、６頭の馬が馬場を疾走して土塀に挑み
ます。興奮で熱気につつまれた祭事でした。 

【２９日】恩師である故・山本幸雄先生のお別れ
会に参列しました。初めてお会いしたときのこと
や、いままでお世話になったことなどを追悼の言
葉として捧げました。 

2007年5月 

【１１日】朝７時頃から、近鉄桑名駅にて後援会
報を配りました。今日が最後で１０駅目です。私
は４駅に参加しました。５,０００部の会報を配るこ
とができました。 

【２７日】大阪府堺市内の「バイオエタノール製
造施設」を視察しました。建設廃木材や紙くず、
おからなどの廃棄物を有効活用し、先端技術を
駆使して燃料用エタノールを製造しているリサ
イクル施設です。 

6月 

参議院選挙の応援に全国を回りました。７月１２日
公示日は、熊本で第一声→島根→鳥取と３県をま
たいで応援演説を行ないました。１７日間の選挙
期間中に延べ３８人の応援に入りました。地元三
重の候補者の高橋千秋さんは５２万を超える得票
をいただき３選を果たしました。民主党も過去最
多の６０議席を獲得し、参議院第一党となりました。 

7月 

英会話のレッスンを 
始めました。 

　山本幸雄先生が２月にお亡くなりになりました。今でも思
い出すのは、私が自民党を離党するにあたって、先生のご
承諾を求めたところ快く認めていただいたこと、そして地元
を大切にし、選挙に対する備えだけは怠ることのないように
というアドバイスを繰り返しいただいたことです。私にとっ
て最も大切な恩人でした。 

　６月にお亡くなりになった宮澤喜一さんも大切な方でした。内閣不信任案に賛成し、
自民党を離党した時の総理大臣が宮澤さんでした。にもかかわらず、その後たびた
び外交問題などで親切にご指導いただいてきました。 
　20代のころから勉強会に参加させていただいてきた瀬島龍三先生も９月に逝去さ
れました。「着眼大局着手小局」は、瀬島さんに教えていただいた言葉ですが、元陸
軍参謀の大局的な分析眼はすばらしいものがありました。 
　さまざまな先輩やお世話になった方々が亡くなられる中で、政治家として日本のた
めにしっかり働くことこそが、ご恩返しになると改めて感じています。 

　週２回程度、英会話学校で個人レッスンを受けています。 
　きっかけは外国人とより親しくなるチャンスを逃していると感じた
ためです。英語を母国語とする人々だけでなく、中国や韓国などの
政治家も、英語を話す人が増えてきました。ちょっとした立ち話や
食事の機会にもう少し自信を持って話すことができればと思ってい
ます。 
　20数年前の米国滞在時にはそれなりに会話することができました。
しかし当時の会話能力も立派なものではありません。バニラと言っ
たのにチョコアイスが出てきてショックを受けたことがありました。 
　期間限定で、集中的に訓練しようと思っています。英語でスピー
チできるようになることと、ちょっとした会話でジョークが言えるよう
になることが目標です。 

貧困に苦しみながらも、しっかりと前を向いて歩いている人達がいる。 

▲6月27日 バイオエタノール製造施設を視察 

▲9月21日 商店街の火災現場を視察 

▲10月21日 300会場目の座談会 

▲7月 参議院選挙の応援に全国を回る 

▲8月27日～30日 北京－東京フォーラムに参加 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

総　理…福田康夫 氏　防衛相…石破茂 氏　 外　相…高村正彦 氏 
環境相…鴨下一郎 氏　経産相…甘利明 氏　 



※会員のお名前､ご住所等の個人情報は､個人情報保護法の主旨に則って安全管理に努め､ 
　岡田かつや後援会活動に利用させていただきます｡ 

 

１９９２年 自民党
総務会で政治改
革法案廃案決定
を阻止するために
亀井静香代議士
らともみ合う。６月
に自民党を離党
し新生党結成に
参加。 

▲地元の人たちと身近に膝をつき合
わせて、皆さんの声を聞く座談会。
昨年2月からすでに３００会場を超え
る回数を重ねている。 

▼若手の議員や候補者をバッ
クアップしたいという思いから、
全国を回る。 ▼海外では、そこに住む人々の生活を見る。 

▲
 

前回の参議院選挙では、候補者の応援に
全国を東奔西走。 

▲
 

 
 
 
 
新しいスローガンが“直球、健在。”ということで、岡田さん
が政治家を志した時からの“変わらない信念”をストレート
に表現した言葉だと思うのですが、私も直球で（笑）お話を
お伺いさせていただきたいと思います。まず、なぜ政治家を
目指したのかをお聞きしたいのですが。 
私はもともと国家公務員という、極めて国政に近いところ
で仕事をしてきたのですが、政治のレベルを上げなきゃい
けないと強く思ったことが最大の理由です。本来、霞ヶ関の
官僚というのは政治家である大臣を支えるのが仕事です。
現実には、政治家が官僚にのっかっているだけで、重要な
意思決定に参加していないことが多いんですね。国民から
選ばれた政治家が自らリーダーシップを発揮していかなけ
ればならないと思ったことですね。 
日本の政治を変えていくためには自分自身が政治家になら
なければ、という思いがあったわけですね。 
強い気持ちで、日本に国民の立場に立った新しい政治を定
着させたい、そう思いましたね。 
岡田さんにとってあるべき政治というのは、どういったもの
でしょうか。 
日本の政治の一番の問題は、競争がないということです。
つまり政権交代がないということなんです。野党はずっと政
権を取る意欲がなかった。しかし、私が議員になった頃から
変わってきました。細川政権ができ、そして本格的に政権を
目指す政党として、１０年前に民主党ができました。各政党
が政権を目指して切磋琢磨する中で、政治の質が上がって
くるのですね。私は政権交代ある政治を目指しています。 
岡田さんが自民党と決別されたのは、何か自民党に対して
の限界みたいなものを感じられたのですか? 
私は自民党の中でずっと政治改革、政権交代ある政治を
主張してきました。でもやっぱり変えたくないというのが多く
の意見だったんですね。時代に対する危機感もない。この
党では変えることができないと思ったことがひとつ。もうひ
とつは複数の政党があってこそ政権交代ある政治が実現
するので、自民党以外にもうひとつ政権担当能力のある党
をつくり上げるということを誰かがやらなければならないと
思いました。じゃあ、自分たちがやろうと思ったわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
政治に対する信念を貫いたということですね。今、私たちの
身近なところで、たくさんの政治に関わる問題が噴出して
います。現在の政治の中で一番大きな問題はどういったこ
とでしょうか? 
それは、政権交代がまだ実現していないことですね。先の

参議院選挙で与野党が逆転し、あと一歩のところまできて
いるわけですが、次の総選挙で政権交代を実現させることで、
日本の政治が大きく変わると確信しています。 
その一番重要な政権交代を実現していくために、民主党と
してどんな課題があるとお考えですか? 
この１０年間、さまざまな政策を作り、霞ヶ関で作った自民党
の政策とは違うものを打ち出してきました。たとえば年金を
はじめとする社会保障制度、農業も戸別所得補償方式と
いう今までに全くない政策を出してきました。今、民主党はしっ
かりした政策を出すこともできる、そして人材も育ってきまし
た。後は選挙で勝たなければいけません。そういう意味で日
常活動をしっかりやって、選挙に勝つためのパワーを持つ
ことが今一番必要だと思っています。 
今、皆さんの支持も民主党に集まってきているように思うん
ですが、どう思われていますか？ 
それがそう甘くないんですね。小沢代表が言われたように、
次の総選挙で政権交代をするということは簡単なことでは
ありません。３００の小選挙区の中で、１５１以上勝たなけれ
ばなりません。三重県も選挙区は５つありますが、今２議席
しかないわけですね。これを増やさないといけないわけで、
よほどの努力が必要だと思っています。そのためには、議員
一人ひとりが国会の中だけでなく、日常活動の中でも必死
で活動していくことです。日々の日常活動というのは、私た
ちにとって活動の原点ですから、特に若い議員に求めたい
ですね。 
 
 
 
 
そうですね。そうした日々 の日常活動がとても大切だと思い
ます。岡田さんの場合は、全国を隅々まで回ったり、海外視
察をしたりと精力的な活動をされていますが、特に地元での
活動、各地区での小さな座談会なども大切にされていますね。 
代表を辞めてから座談会を再開しまして、３００会場ほどやっ
てきました。８,０００人くらいの方々に参加していただきました。
これは、直接皆さんの声を聞くいい機会なんです。私だけ
が話すのではなく、皆さんに意見を言っていただく。議論の
やりとりをするということですね。その中で、何が政治に求
められているのかが的確に分かります。すごくいい意見が
多いんですよ。国会で議論しているより勉強になります。（笑） 
それと、若い人に成長してもらいたいという気持ちから、全国

各地をずっと回っています。当選回数の少ない議員や候補
者のところを、年内に４０人くらいは回ることになると思います。
それぞれの地元でお話をさせていただいて、日常活動のやり
方とか私なりの考えをお話して、ぜひ力を付けていただきた
いと思っています。それともうひとつは海外ですね。海外も
現場主義ということで、代表の時に行けなかったケニアやイ
ラン、ミャンマーなどを視察してきました。海外の政治家に会
うというより、そこに住む人々の生活を見るという方針です。 
地元からグローバルな問題まで、日々の日常活動を大切に
されている岡田さんが、長い目で見て政治家として取り組
んでいく重要な課題はどんなことなのでしょうか? 
地域のこと、日本のことはもちろん重要ですが、同時にグロー
バルな問題についても、きちんと発信できる政治家でありた
いと思っています。地球温暖化の問題は、世界の代表的な
政治家にとって最も重要な課題だと言っても、言い過ぎで
はないと思います。日本での関心はまだ一歩といったところ
がありますが、次の世代のためにも日本の政治家としてこれ
からも取り組んでいくべき大きな問題だと思っています。 
国内の問題としては、大きな構造改革の必要性ですね。小
泉さんの言葉で色褪せてしまいましたが、やはり３０年、５０
年先の日本を考えて、今変えなければいけないことがたくさ
んあります。財政赤字、環境問題、社会保障制度の立て直
し、そういった大きな改革。そして格差の問題ですね。三重
県でも南と北ではずいぶん違いますし、東京と地方では違う。
個人の間での格差も拡大しています。これら地域・個人の
間での格差問題も重要なテーマだと思っています。 
 
 
 
 
今日はお話をお伺いしまして、大きな政治課題を解決して
いくためには政治の大きな動きを作って、政権交代をして
いくことが必要だというお話だったんですが、それを実現す
るためにも次回の総選挙がとても重要だと思うのですが、
どういうふうに取り組んでいらっしゃるのでしょうか。 
まず、何をいっても選挙に勝たなくてはなりません。私だけ
でなく、党としても勝たなければいけない。今、全力を挙げ
て全国を歩いているところです。民主党ができて１０年、よ
うやくチャンスが巡ってきた、このチャンスを逃さずに頑張っ
ていかなければならないと思っています。参議院で与野党
が逆転して、その「ねじれ」を解消する最短の道は、民主党

が総選挙で勝つことです。次の選挙は正念場だと思ってい
ます。次の選挙で政権を取ることができても、それで終わり
ではなく、日本の政治が政権交代可能な政治になっていく
ことが大切なんですね。１０年かけて民主党が政権をとって、
１０年間民主党が政権を取り続けるということではなく、また
野党になり、もう一度与党になる。そうすれば、政権交代あ
る政治が日本に定着するだろうと思います。私としては長い
スパンで考えていきたい。その中で自分の役割を、それぞ
れの局面において果たしていければと思っています。 
 
 
 
 
次の選挙で政権交代があるかどうか、政権が交代すれば日
本がどう変わっていくのかということへの関心はとても高い
と思います。そして民主党に対して、日本の政治をどう変え
てくれるんだろうと大きな期待を寄せています。これからの
大きな政治の改革に向けて、皆さんへのメッセージをお願
いします。 
国民の皆さんは前回の参議院選挙で、やれば変わるんだ、
実行すれば変わるんだという実感を持たれたと思います。
この皆さんの期待にきちんと応えていくために、次の選挙
で勝つために全力を尽くすつもりです。「どうせ変わらない、
関心がない」という人も多いんです。しかし、政治は誰かが
変えてくれるものではなく、ひとり一人が本気にならないと
政治は変わりません。もう一息です。今の政治ではだめだ
という方は、一度政権を私たちに任せていただきたいと思
います。私たちは自信があります。ぜひ、任せていただきた
いと思います。私たちは投票することが当り前だと思ってい
ますが、これは先人が戦いとってきた権利なので、ぜひその
権利を行使して、自らがこの国を変え、生活をより良くする
ための運動に参加していただきたい。われわれが不十分で
あれば、そのときは再度政権を変えていただけばいいと思
います。チャンスを与えていただかないと、政治は変わりま
せん。次の総選挙で必ず勝利したいと思っています。 
私も心から期待しております。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回の参議院選挙で勝利を果たし、参議院での第１党となり政
権交代へ向けて大きく前進した民主党。次の総選挙で政権交
代を実現する、大きなチャンスを迎えています。「今が、最大の
チャンスであり、最大の正念場です！」と語り、総選挙に向けて、
全力で活動を続けている岡田克也氏に、その揺るぎない信念と、
政権交代に向けての熱い思いを伺ってみました。 

平成２０年度の党員･サポーターの登録は新年より行ないます｡ 
継続の方､新規登録の方よろしくお願い致します｡ 
●年会費/党員 ６，０００円  サポーター ２，０００円 
●お問い合わせ先/TEL：０５９-３６１-６６２２ 

この会報は岡田かつや後援会ご入会の皆様及び関係企業・団
体の皆様にお送りしています｡お届けのご住所お名前に誤りや変
更がございましたら是非ご一報ください｡また､ご家族や知人の方
のこのような情報がありましたら名簿を訂正致しますので事務所ま
で（０５９-３６１-６６３３）ご連絡頂ければ幸いです｡ 
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■高橋和代さん 
　桑名市出身。FM三重・三重テレビなどのパーソナリティ、
レポーターを始め、さまざまなイベントの司会などで活躍している。
また、一児の母として、子育て奮闘中でもある。母として、働く
女性として、政治を身近な問題として考えていきたいと語る。 

政治家を志した時からの 
変わらない信念 

現在の日本の政治と 
民主党の課題 

日々の活動、三つの柱 
地元・国内・海外 政権交代への 

正念場 

一人ひとりの力で 
新しい政治を！ 

 

岡田かつやブログ＊『TALK-ABOUT』 ■民主党党員＆サポーターを 
　募集しています｡ 

【ご連絡ください】 

政治活動の他、思い出に残った本や映画、休日の過ごし方、
車の運転など、岡田かつやのプライベートが満載！コメントも
書き込めます！ 

インタビュアー 

INFORMATION

●後 援 会 事 務 所     059（361）6633 
〒５１０-８１２１  三重県三重郡川越町高松３０-１ 

●国 会 事 務 所     03（3508）7109 
〒１００-８９８１　東京都千代田区永田町２-２-１　       衆議院第一議員会館４４３号室 

岡田かつや後援会会報  
■発行所：岡田かつや後援会事務所 

岡田かつやプロフィール 

ホームページアドレス　www.katsuya.net

vol.25
1953年生まれ、54歳。東大卒業後、通産省を
経て、36歳で衆院議員に初当選。一貫して「政
権交代ある政治」の実現を目指し、民主党政
調会長、幹事長、代表などを歴任。現在、党副
代表・衆院予算委員会筆頭理事。当選6回。 

岡田かつや 
インタビュー 
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＊ブログとは定期的に更新されるインターネット上の日記風ホームページ 


